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第２２回 社会・環境部会チェインディスカッション 
 

2009 年 3 月 24 日（火）13：00～14：30 於 F 会場（東京工業大学） 
テーマ 「社会的理解、教育／人材育成 －活動の現場から－」 
座長 （大林組）三島毅 
（１） 教育用原子炉を用いた人材育成・社会教育活動 （近畿大学）橋本憲吾 
（２） 原子力オープンスクール －15 年の活動と今後の課題－ （東京工業大学）鈴木正昭 
 
１．座長挨拶 
 原子力における最近の重要課題として、社会的理解の促進と並んで、

人材育成／教育が挙げられております。その重要性や方法論（ありか

た論）等は従来から様々な場で示されていますが、本日は、それらの

活動に実際に従事している方から、活動内容、効果、課題、提言等に

ついてお話を頂き、そういった活動を学会あるいは個人がどのように

サポートしていくべきかを議論しようということにいたしました。 
ご講演は、教員や小・中・高校生向けの見学会や研修会を地道に続

けておられる近畿大学原子力研究所の橋本先生と、原子力についての

啓蒙活動を実施している当学会のオープンスクール委員会の鈴木先

生にお願いしてございます。 
 
２．教育訓練用原子炉を用いた人材育成・社会教育活動 
（座長）まず、近畿大学原子炉研究所の橋本先生から、ご講演をお願いいたします。 
橋本憲吾氏（近畿大学） 

近畿大学の橋本憲吾です。今日はこういう場で発表の機会を与えてくださった皆さんに感謝し

ます。 
今日は教育研究原子炉である近畿大学の原子炉を用いた人材育成ということで、学生に対する

三島座長 
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教育、そして社会人に対する社会教育活動についてご報告します。 
まず中身に入る前に、近畿大学原子炉、それから研究所の概要について説明します。 

まず、よく原子炉を

持った研究所だか

らすごいスタッフ

数だろうと誤解さ

れますが、実は現在

は選任教員が９名、

技術員が２名、事務

員が２名で、研究所

というタイトルの

割には、中小企業的

な規模で活動して

います。さりとてこ

の規模ですが、いろ

いろ忙しく、煩わし

くても大事な仕事

をやっていますが、

大きく分けて施設

の管理業務、これは今日お話しする原子炉施設だけではなくてＲI 施設等を含んだ放射性施設、そ

れから大学のアイソトープセンターの機能も兼ねていますので、そういった関係の仕事とその従

事者の管理が該当します。最近特に、この原子炉施設の管理業務が過負荷状態になっていて、規

制対応等でスタッフの息の根が止まりそうな状態です。 
それはさておいて、本当は教育業務を先に出さないといけないのですが、教育業務は当然のこ

とながら、私、民間の大学法人の教員ですので、授業料収入を得て、糧としていますので、近畿

大学の学生に対する授業、例えば１年生の物理とかなんとかの基礎の授業とか、いろんな授業を

担当しています。それから実験、これは原子炉を使うなり、一般の物理実験等をやりながら、最

終的には原子炉を使った実習等の業務も行っています。これは大学人としては当然の業務でして、

それプラス今日のお話のメインタイトルである、学外の学生さんに対する人材育成事業、これに

かなり力をいれてやっています。それと研修会等、たくさんいろんなイベントをやっていますが、

社会人に対する教育事業も、要するに、広く他大学の学生と社会人に対する教育事業を行ってい

ます。 
それから、これも我々が昇進したりするための最も厳しい、やらなきゃいけないことですが、

当然のこととして研究業務も行わなければいけないわけですね。それで原子炉を持っているので、

その原子炉施設等の利用を中心とした実験・研究をやっています。体制としては研究室が三つあ

りまして、原子炉工学分野と放射線計測分野と放射線の防護・利用分野という分担になっていま

す。要するに少ないスタッフで施設の管理業務・維持業務と教育と研究をこなしています。それ

でなんとか生き延びているというのが現状です。 
近畿大学原子炉のサイトは変わっていまして、原子力研究所はメインキャンパスとは離れたと

ころにありますが、近畿大学原子炉についてはメインキャンパスにあります。これは環状線の鶴
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橋から１０分ほど電車に乗ったところにありまして、周辺は全くの市街地です。恐らく学生さん

だけではなくて、当初からいろんな社会人等を呼び込むのに有利な、言葉は悪いですが集客力を

加味して、ここに立地されたものだろうと考えておる次第です。 
 

実はこの原子炉、

最初はですね、アメ

リカのものだった

のです。歴史を紹介

しますと、１９５９

年、昭和３４年、東

京の晴海で博覧会

があったと聞いて

います。そこにアメ

リカ政府が出品し

て、会期中運転した

という代物の原子

炉です 
当時、我が国では原

子炉はＪＲＲ１，２

ぐらいで、当然のこ

とながら電力会社は原子炉を保有していない頃です。そこでアメリカ政府は「どうだ。原子炉い

いだろう、これは学生なんかにも使える原子炉だ。」ということを言ったと聞いています。かなり

タイトなスケジュールだったのですが、博覧会が終わったあと、即決に近い状態で近畿大学が購

入を決めまして、２年後の１９６１年、昭和３６年に東大阪の地に移設して臨界に到達したとい

うことです。ですので、施設としては非常に古いものです。私が保育園児の頃、もう既に今のサ

イトで臨界を迎えていたということです。 
それから、主たる目的は教育研究および共同研究と設置申請書には書かれていますが、英語で

よくＵＴＲと呼ばれるタイプの原子炉で、これは教育訓練用に特化したタイプの原子炉です。 
ですから我々も、この原子炉は教育で行く、と腹を括っていまして、こういう機会で発表できる

ことは、我々にとって非常にありがたいことです。 
定格出力これはＭＡＸの熱出力ですが、設置当初は０．１Ｗでしたが、設置してから１０年後、

その１０倍の１Ｗに変更し、現在、最大出力１Ｗです。ですから今、私が指でこすって出してい

る熱量よりも熱量は少ない。要するにほとんど物理的にはゼロパワーリアクターというわけです。

ちなみに、「研究炉だとＭＷではないか？ 橋本さん、Ｍを忘れたな」と言われることもあります

が、これはＭはついていません。例えば臨界集合体よりも出力が少ないですね。臨界集合体実験

装置は、大体定格が１００Ｗ、２００Ｗですが、それよりも２桁パワーが低い。これは、研究よ

りも誰でも扱えるということを優先させ、我々も意図的に出力を上げなかったわけです。 
炉型については軽水減速、黒鉛反射２分割炉です。これについては、また後から説明します。

それから、熱中性子束というパラメーターがありますが、これは１０の７乗です。例えば通常の

研究炉だと１０の１２乗、１４乗、１５乗という数値が使われますが、非常に低くて、材料試験
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などは全くできません。 
これば燃料体の漫

画絵ですが、発電炉

みたいなピン状では

なくて、京大原子炉

の燃料と基本的には

同じです。アルミと

ウランの合金をアル

ミで被覆してプレー

ト状にし、それをこ

の場合は１２枚を束

にして、その集合体

の束を１２体装荷し

て運転をするという

ことになっています。

この燃料は９０％高

濃縮ウランでして、

最近アメリカのＤＯ

Ｅが高濃縮ウランを

使うのは止めてくれ

と言っており、圧力

もありますが、我々は日本国政府が許す限りは、この状態で使っていきたいと決心しています。 
 

本体は石油タ

ンクみたいな形

をしていて、そ

の中に原子炉の

炉心とか試料を

置く孔が収めら

れています。２

つタンクがあり

ますが、このタ

ンクは、生体遮

蔽といって、運

転中の放射線を

遮蔽するための

ものです。通常、

原子炉の場合コ

ンクリートで固

められています
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が、この原子炉は水と砂がタンクの中に入っていて、ほぼコンクリートと同じ組成でシールドが

できるということになっています。これは何故かというと、近畿大学が購入しなかったら、恐ら

くはヨーロッパあるいはエジプトとかに、展示されてずっと変遷していく予定だったと聞いてい

ます。ですから、解体撤去・運搬が簡単なように、遮蔽体は水と砂で構成されています。これは

私が生まれた頃の関西の砂、今はもう採取が不可能なような、非常にきれいな砂が入っています。 
 
 これが原子炉

の内部です。例え

ば、私が学生実習

のときなどに中

に入って指を差

しながら、あるい

はいろんなもの

を引き抜いて、

「どうだ。触って

みろ」という感じ

で説明する場所

ですが、この黒い

のが黒鉛です。そ

の中に２箇所タ

ンクが備え付け

られていて、水が

入っています。で、

さきほど漫画絵

で説明しました板状燃料の集合体が、この１，２，３、４、５から１２まで、合計１２体ありま

す。この燃料の場所が２箇所に分かれているというのが特異な特徴です。燃料と燃料の間にグラ

ファイト、黒鉛があるのですが、その黒鉛をスポスポと抜いて空洞を作って、そこにいろんなも

のを入れてやって、両側から中性子を当てて、放射化の実験をします。例えば、我々でしたらメ

ダカとか虫とかも入れたりしますが、両側からニュートロンがやってきて満遍なく当たるので、

いわゆる魚焼き器の両面焼きと一緒で、ひっくり返さなくていいです。しかもここは燃料とか水

領域ではないので比較的容易にアクセスができるというわけです。この原子炉は１Ｗですので、

実はこういう形状でないと照射実験はできないのです。例えばよく研究炉では、ここに孔をあけ

て、ビーム状で取り出してきますが、それもできません。ビーム状で取り出してくると、ほとん

どバックグラウンドレベルになります。それから原子炉の炉内であっても隅っこに置くと、これ

も全く放射性同位元素を作れません。ですからこういう場を確保して、両側から打ち込んでやっ

て、なんとか学生実習でもいろんな放射化実験ができるように配慮されているということです。 
 
この原子炉を用いた人材育成、学生の実習ですね。学生の実習については、まず学内の学生に

対する実習について説明します。 
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 この原子炉が設

置された年に、理

工学部に原子炉工

学科、原子力工学

科ではなくて原子

炉工学科でして、

当時はこの学校に

は原子炉があるぞ

とハッキリさせた

ほうがいいだろう

と、というような

ふれ込みで作られ

たと聞いています。

その学科の設置と

同時に、この原子

炉を使った学生実験を開始しました。それで３０年間ほど延々と学生実習をやってきましたが、

平成１４年に原子炉工学科が廃止されました。これは他大学の原子力系の学科がいろんな衣替え

したのと同じ理由でございます。ただし私立大学は厳しく、これは衣替えではなく廃止であって、

教員はバラバラにされました。ただ学生の実習とか、いろんな学生の教育に当たっているスタッ

フの半分ぐらいは研究所の専任教員だったので、困難な状況に陥っても、なんとか歯を食いしば

れました。その後できた電気電子工学科にエネルギーコースというのを立ち上げて、その学生と、

それから薬学部の学生の学生実習として継続しました。薬学部の学生は放射化学が薬剤師免許の

関係で必修になっていまして、その関係で薬学部から要請があり、薬学部の学生全員に原子炉の

実習を行っているというわけです。昭和３６年度から学内の学生で、履修した学生は積算総数と

しては４千名を超すような現状となっています。実習内容は、運転実習、制御棒校正等です。 
 

 では近畿大学以

外の学生はどうか

というと、昭和５

６年、ありがたい

ことに近畿大学原

子炉が共同利用と

して使ってもよい

ということになり、

共同利用を開始し

ました。これはい

ろんな大学の先生

が来られて専ら研

究に使うというこ

とですが、「せっか

 

 



 7 

く大学の先生が来られるのだから、学生さんも引率してきてください。」と、その余ったマシンタ

イムを有効活用するために、最初は阪大、名大、商船大の先生が来られるときに、学生さんも引

き連れて同時に研究しながら学生実習もやっちゃえということで、他大学の学生実習も始めまし

た。そのあと九州大学、徳島大学が参加しました。ただ、なかなか旅費が苦しいんですね。他の

大学の学生には基本的に旅費がつけられないというルールがあったのですが、特に九州大学と名

古屋大学の先生には、毎年懲りもせず、文部省に「学生実習の旅費は何とかなりませんか」と陳

情していただきました。非常にありがたかったと思います。 
そうしているうちに、またありがたいことに、平成１９年、経済産業省と文部科学省の人材育

成プログラムが始まり、それに採択されました。これでようやく学生さんに旅費を配ることがで

きるようになりました。そうすると嬉しいような悲しいような、急に参加したいという学生が増

えて、現在、なかなか希望者全員に来てもらうことができないのが、ちょっとした悩みです。 
現在は大阪、名古屋、九州、神戸、徳島に加えて平成１９年度からは福井大学、福井工業大学、

東海大学、摂南大学が加わって、毎年夏休みから秋にかけて集中的に実施しています。その学生

さんの数というのは、年間２００名、積算すると３千名ということになっています。 
 
人材育成プロ

グラム、これはチ

ャレンジ原子力

で、我々は「見て、

触れて、運転し

て」というのを基

本的な方針とし

ています。要する

に、これは知識の

吸収ではなくて、

現場でとにかく

体験して、それを

契機に火をつけ

るということで、

泥臭いこともや

ってもらってい

ます。管理業務み

たいなことも、実際にはいろいろと経験してもらっています。必修科目としては、当然、原子炉

を運転しますので保安教育、見学、それから原子炉運転実習、この実習では、ほとんどの運転操

作をやってもらいます。それと選択科目を準備しています。これは派遣元の大学によってはいろ

んなニーズが異なります。例えばある大学は原子炉工学中心でやりたい、あるいは、ある大学は

原子力工学のほとんどはカリキュラムになくて、放射線関係を重点的にやってるのでそういう放

射線の利用を重点的にやりたいとか、あるいは、ある大学は原子力は全然関係ない学生に原子力

を体験させたいので、原子力の基本的なことを学習させるようなプログラムを提供してもらえな

いか、とニーズが異なりますので、基本的には必修科目はこれだけですが、それ以外に各大学と
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相談しながら選択科目をチョイスしてもらいます。その他最近は、炉物理を全くやっていないの

で、炉物理関係の講義をやってくださいとか、放射線防護とか保健物理関係のカリキュラムがな

いので、ここで２時間、３時間やってください、というような要望もあります。 
 

これは私の下手

な話よりも写真を

見てもらうほうが

いいと思って、いろ

いろ用意してきま

したが、学生さんに

来てもらうと、だい

たい二日間で実習

を行います。カリキ

ュラムがタイトな

場合は、土日を使っ

て実習を行ったり

します。まず来ても

らうと、こういう保

安教育、あるいはい

ろいろな準備をし

て、そのあと原子炉

の見学、これは原子炉の炉頂部です。で蓋を開けて、私は炉心の中に入っていますが、いろんな

施設を触りながら説明するわけです。 
 

その次は運転

ですが、この制

御室は変わって

いまして、感じ

としては教壇の

上に原子炉の運

転用のコンソー

ルがあり、皆さ

んは教室で机に

座っている感じ

です。で、順繰

り順繰りに操作

していきます。

ですから制御室

では、ここは教

室だ、原子炉室
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は実験室だと、私はいつも言っています。 
実際にいろんな制御棒の操作をやってもらいます。これは「何ｃｍ上げて、下げて」ではなく

て、「大体この辺で臨界にしてみよう。さあ、君やれ！」という感じで、試行錯誤しながら、いろ

んな臨界操作が行えるというところが特徴だと思います。これは意外と、電力の方にも好評で、

「おう！そんな制御棒操作はしたことがない！」と、よく言われます。それと運転をしたときに

いろいろなところで、当然のことながら放射線がもれてきますが、それで放射線管理上のいろい

ろな実習も実際に学生さんにやってもらいます。 
 
 これは臨界近接実

験ですが、意外と学

生さんに喜ばれてい

るのは、炉物理上の

いろんな知見を得る

ではなくて、使用中

の燃料を近くで見て

触って運んで装荷し

てと、そういうこと

が実際に学生でもで

きるというのが好評

です。非常にウラン

が親しみを持てるよ

うになったと、いう

ふうに彼らは言って

います。 
 

これは最近人

気のある、中性

子ラジオグラフ

ィーの実験です。

ニュートロンと

ガンマ線の物質

との相互作用の

違いを分からせ

るために、こう

いう写真を撮っ

て理解しようと

いうものです。

ですから、これ

もいろんな試料、

文房具、あるい
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は貝、場合によっては近所で捕まえてきた虫とかですね、トカゲというのもこの中に入れて写真

を撮るという学生もいます。これは、作って撮ってというのでプラスアルファですが、主に西日

本の学生さんに、自主的に、それも泥臭く、いろいろな体験をしてもらいます。 
 
それだけではなくて、我々は当然大学ですので、大学というのは使命があります。これは学生

だけではなくて、社会に対しても開かれ、貢献しないといけない。これは研究についてもですが、

教育についてもそうですね。むしろ特に民間の方からは「研究には期待しないけど、教育はやっ

てよね」と言われますが、教育についても我々は責務を持っていることになります。ですから、

いろんなイベントをずっとやっています。今日は写真だけですが、原子炉研修会等について、ざ

っと説明します。研修会は主

に中学高校の先生、場合によ

っては小学校の先生も入りま

す。あるいは電力の社員、立

地関係者その他メーカーの方

も含めて、年間１５回、３０

日間、合計３００人程度の社

会人に、学生が体験すること

プラスアルファまでいろいろ

と実験実習を体験してもらい

ます。 
始めたのは１９８７年、実

は文部省の中で小学中学の教

科書を編纂している方が、原

子力を入れないといけないの

だが、よく分からん、どうし

たらいいのかということで、

お鉢が近大に回ってきまして、

とにかくそういう教科書の編

纂に携っている方を中心にして、「まずは運転も含めて何かやらしてくれ」と言われたのが始まり

です。で、学校関係者だけではなくて、例えば女性の団体、ＮＰＯの団体、老人クラブの方も含

めてなど、いろんな方が毎年来ています。大体そうですね、積算すると５千名ぐらいになってい

ます。「学問的に正しい知識と判断力を習得してください」と言うと格好いいですが、そうじゃな

くて、「実際のものはどんなものか見てください。それで好きか嫌いかも含めて判断してください」

としています。 
 
これも団体によってニーズが異なりますので、いろんなコースを設けています。例えば、通常

のコースは３日間、対象は中学高校の先生方。３日間は長すぎますとよく言われまして、短期間

で１日、または２日間、大体これは土日を使ってやることが多いんですが、教育関係者だけじゃ

なくていろんな団体等でございます。それから電力関係者や立地関係者を対象に、専門コースと

称して１日あるいは２日間行うのもあり、これらの研修会については、日本原子力産業協会関西
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原子力懇談会に支援を受

けながら、何とか頑張っ

ているところです。それ

から文部科学省の委託を

放振協（放射線利用振興

協会）が受け、放振協主

催の文部省のコース、こ

れは１日から３日間コー

スで、３日間の方はかな

りギッチリと、高度な放

射線の実験実習を終えた

人を対象に、近接実験も

含めて実施しているとこ

ろです。 
 これは研修会ですが、

主に学生実習でやること以上のことをやりますが、最後に感想文作成、質疑応答、それから懇談

会でいろんなディスカッションをします。この懇談会が非常に面白いわけです。 
 
これは臨界近接実験ですね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
これは運転実習。 
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確かにこの国の学力って低下しているなと、私も最初は思っていましたが、懇談会で学校の先

生方から「大学

の人間がそんな

こと言っている

からダメになる

んだ」「「理科離

れが激しい。大

学の人間だけで

なく、お上も国

民も危機意識が

甘いですよ。」

「教育の現場と

いうのはそんな

もんじゃなくて、

１０年したら大

学も偉い目にあ

りますよ。」とよ

く言われます。

いろんな統計に

も表れています

が、要するに今の子供さんの置かれている環境は昔とは違うんですね。遊んだり観察したりする

いろんな体験の機会がほとんどなくなっているんです。かつ悪いのは科学技術がブラックボック

ス化している。そうですよね。年配の方だと、子どものときにラジオを作ったり、あるいはＴＶ

の修理に来た電

器屋さんと一緒

に中を見て「ほ

ぉ！」と言って、

いろんな体験を

しましたよね。真

空管が切れたと

いって、小学生が

自分で替えてい

ましたよね。テス

ター使って。でも

最近はもう無理

なのです。我々だ

けじゃなくて、電

器屋さんもサー

ビスセンターに

転送するだけ。こ
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れが理科離れの大きな原因になっているんじゃないかという意見が多いです。それと理科の学習

内容が大幅に削減されている。「これでは、理科離れじゃなくて理科離しだ」と言われる先生も多

いです。それから授業選択性による、特に物理履修制度の減少、これが理科離れを加速している。

例えば、我々は「入試のときは物理と化学を取ったよ」と言いますね。受験のときにチョイスし

たんであって、みんな国語も理科も社会も全科目高校時代に履修していたんです。でも今は違い

ます。大半の高校生は三年間のうち一度も物理を履修していない学生がほとんどです。私も数値

を見せてもらってビックリしたんですが、これはもう原子力を理解してもらう前に、理科を理解

させないといかんなと。いやその前にいろんな自然環境で体験させないといかんということに至

ったわけです。それと「土曜が休みになったので、授業時間が少なくなり悲鳴を上げていますよ、

現場は」ということを言われます。それから「大学の先生が原子力関係の問題を出さないのに、

高校で勉強させられるか。お前らが悪い」と言われて、私らはいつも「おっしゃるとおり」とい

うわけです。 
 

それから原子力展

というのをやってい

ますが、この原子力展

はイベントでして、２

日間一般の方に来て

もらい、いろんなイベ

ントをやったり、原子

炉の運転も体験して

もらったりというこ

とです。最近は核物質

防護上の規制もあっ

て、実施するのが非常

に難しくなっていま

すが、なんとか歯を食

いしばって頑張って

います。その他見学と

か、最近はやりなのは

霧箱の工作。霧箱で全

てが分かるわけでは

ないですが、何か作っ

て、それから先に進め

ればと思っています。

お祭りで来た方にも

運転をしてもらい、運

転者も単独でようや

く千人を超えたとい
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う現状です。 
 
それから私ども

が意識して充実し

ようとしているの

は、「子どもに対し

て何を語りかけら

れるか」です。子ど

もに原子力や理科

といっても仕方な

いので、とにかく自

然の中で遊んでく

ださいと。だから虫

採り、魚採りから理

科や原子力を始め

よう。皆さんは当然

そんな経験はある

でしょうが、最近の

子どもは全然ない

んですね。牛のおっ

ぱい絞ったことも

ないし、牛なんて汚

いから近づきたく

ないって子どもが

多いんです。なんで、

原子力屋が子ども

と遊んだりしてい

るのか、「橋本さん、

お宅個人、あるいは

組織にとってどん

なメリットがある

んですか？」ってよ

く言われます。メリ

ットは何にもあり

ません。自らをどん

どん追い込むだけ

で、当人も損するば

っかり。ただ、そう

いう使命を帯びて

いるんだと、やらね
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ばならない、やらんと

存在価値がない。少な

くとも大学の方はそう

いう使命を帯びておら

れるでしょうが、その

対象を自分の学生だけ

ではなくて、他大学、

あるいは小中学生、あ

るいはその辺の子ども

にまで広げないと、基

本的な底上げにはなら

ないと感じています。 
 
 
 
 
 
  
 

今後の課題、これは

人材育成の学生実習

に対してですが、この

実習を継続すること

が大事だと思います。

もし例えば来年で終

わったら、こんなプロ

グラムは最初からな

かったほうがいいと、

いろんな派遣元の大

学の方は言われます。

おっしゃるとおりで

す。ですから我々だけではなくて、大学人はそのプログラム継続への努力をしなければなりませ

ん。また、よく役所の方から「民間からの資金的あるいは人的支援をなんとか考えなさい」と言

われます。ですからこれについては、特に民間の方にもいろいろと考えていただければと思って

いる次第です。 
それから原子力関係の教育一般ですが、以前はどこの大学もたくさん講座を抱えていて、単独

の大学で原子力の一般的な広範で網羅的な教育ができました。でも、もはや今はそれが不可能に

なっています。教員が少なくなったり負担金が減少したりとか。ですからこれからは研究だけで

はなくて、教育も大学間が連携しながら推進する必要があると考えています。ですから施設を有

する大学、例えば近大炉、京大炉が、いろんな大学の原子力関係の学科、あるいは専攻、あるい
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は来月できる福井大学の

研究所等々、連携しなが

ら推進して、将来に対す

る肥やしをまくことが必

要ではないかと思います。

とかく学会でいろんな議

論をすると、研究が先行

しますが、やっぱり大学

とか教育というと、教育

に情熱を燃やす必要があ

ると思います。その過程

で研究の芽も伸ばしてい

くことが大事ではないか

と考えます。 
以上です。 
 
（三島座長） 

橋本先生、どうもありがとうございました。現場ならではの豊富な実例と豊富な写真で非常に

分かりやすく、かつ説得力のあるご報告だったと思います。 
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３．原子力オープンスクール －１５年の活動と今後の課題－ 
（座長）次に、東京工業大学の鈴木先生から、本学会が長年取り組んできております原子力オー

プンスクールについてのご講演をお願いいたします。 
 
鈴木正昭氏（東京工業大学） 
 
東京工業大学の鈴木です。オープンスクール立ち上げ時か

ら付き合ってきました。予稿には１５年の活動と書かれてい

ますが、よくよく計算してみますと１６年経っていまして、

１６年の活動と今後の展望ということで、今日はお話します。 
 
学会の中にオープンスクールの委員会があり、オープンス

クール全てを統括しています。オープンスクールの委員、そ

れから各支部で実際にやっている方が何十人から百人とた

くさんいて、そういう皆さんの努力があって、私が今日ここ

でお話しするということです。 
 

まず、原子力オープンスク

ールは１６年前にできました。

平成４年に東海大学での春の

年会のときだったと思います。

そのときに学生の理科離れ、

特に原子力離れを解消したい、

それから、橋本先生と全く同

じですが、将来の人材確保に

役立てたい。そのためには何

ができるか、学会がボランテ

ィアとして一般市民に偏りの

ない正しい知識、特に原子力

の正しい知識を提供しようと

いうことでした。で、原子力

に対して正しい理解をもって

もらう、社会に対して開かれ

た学会としてアピールしよう、

というのがオープンスクール

の目的です。 
 
それで、先ほど言いました

ように、平成４年の東海大学

の春の年会におきまして第１
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回のオープンスクールを開催し、それ以来１６年が経過しました。オープンスクールの対象は小

学生から中学生、高校生、大学生それから一般市民と、大変に幅広い層に原子力の知識を広めて

いくということです。内容は、基本的には各支部や開催担当機関の事情を考慮し、様々なオープ

ンスクールをやって

きています。 
１６年間で変わっ

たことは、最初は偉い

先生のお話でした。学

会の春の年会のとき

に、学会長の話とか原

子力安全ですとか話

をやります。そういう

のは役に立たないと

は言いませんが、お客

さんが来ない。そうい

う意味で、我々はどう

いうことをやったら、

お客さんが興味を持

って参加してくれる

かということになって、まずは学会に併催するのはやめて、こちらから出て行く。内容も体験型・

参加型にしていく。こういうことをやらないと、お話しだけしていてもお客さんが来てくれない

というとです。 
 こういうことで体

験型・参加型になって、

今、主流は、霧箱を作

って放射線を実際に

見てもらうこと、それ

から「はかるくん」で

実際に放射線を図っ

てもらうことです。高

校生の理科教育にな

るようなものもあり

ます。それから子ども

と親への放射線教育、

近大の実験炉の見学

とか、それから多人数

を対象にしたもの、大

学生を対象としたも

の、それから出前をするもの、こういった形態のものを様々に工夫して作ってきました。 
大規模多人数型のオープンスクールは、夏休みのイベントとして開催すると小学生からたくさ
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ん来てくれます。そ

れからイベント便

乗型、これは大学祭

とか施設公開のと

きにあわせてやり

ます。それから、他

機関主催の催しに

出前するような提

供型。それから対象

限定型、これはかな

り教育に近いとこ

ろがありますが、中

学生に対象を絞っ

てやるとか、高校生

を対象にするとか、

大学生を対象にするというもの。こういった形でオープンスクールをやってきました。 
 

当初第１回のオー

プンスクールへの参

加者数は１０名で、会

長がお話したり、我々

がパネルを作ってや

りました。しかし大変

寂しいものだったと

記憶しています。それ

が現在、１８年度の参

加者は、年間に３０数

回から４０回開催し

ておりますが、参加者

は６，６００名。１９

年度もほぼ同様で、だ

いたい７千名ぐらい

が参加したということです。だんだんと回数も増えていますから、このぐらいがそろそろ限界か

なと思っております。そういう意味では、推定総参加者数は、５,６万人ぐらいになるのかなと思

います。 
 
各地区で特徴ある取組みをしていますので、どういうことをやっているのか紹介しながら、問

題点を少しずつお話していきます。  
 
北海道地区における原子力オープンスクール、これは北大がやっていますが、北大のお祭りに
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あわせてやったりしていま

す。内容は原子の不思議体

験ということで、アトムス

クールという名前をつけ、

先生が校長先生になって、

生徒さんに終了証を出しま

す。また、講義があったり、

放射線を見る霧箱を作った

り、それプラス施設見学を

実施する、というのが北海

道の特徴です。こういった

形で北海道大学の構内でや

ってきました。これは親子 

   

で楽しそうに参加するという、ほほ笑ましい光景だと思います。 
最後に、先生から修了書

を渡します。これが特徴

となっています。また最

近、北大は新たな試みも

していまして、北大に修

学旅行で来る高校生あ

るいは中学生に、大学の

紹介のついでに原子力

のオープンスクールを

実施して、霧箱を作って

みせたり、放射線等の教

育をしています。 
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それから東北支部は、

東北大学が担当して

いますが、ここの特徴

は何かといいますと、

高校に出て行って、い

わゆる出前授業とい

うかたちで実施して

いる。特に最近多いの

は、女子高に出向いて、

家庭科の一環として

暮らしと放射線とい

うテーマで授業をし

ており、食品や医療分

野に関わる放射線に

ついて説明したり、実

際に自然放射線や身

のまわりにある試料

の放射線を測定した

り、いろいろと工夫し

て、大変に好評という

ことです。これが実際

の実施内容の写真で

す。あとは高校の物理

の放射線の内容、これ

は少し高度になると

思いますが、いわゆる

高校教育の補完とい

う形のオープンスク

ールもあります。これ

がその実習のときの

写真です。アルファ線

を測ったり、ベータ線

を測ったり、それから

霧箱を作って実際に

見せるということを

やります。 
 
それから次は北関

東支部。ここは原子力
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機構がありま

す。原子力機構

の那珂研究所

の施設公開に

あわせて、オー

プンスクール

を実施すると

いうことで、完

全に不特定多

数を相手に、実

際に来た方に

オープンスク

ールを体験し

てもらうこと

になっていま

す。エネルギー

の不思議にチ

ャレンジとか、

マグデブルグ

の半球実験、必

ずしも全てが

原子力や放射

線に関わるも

のではありま

せんが、やはり

これも理科教

育、理科離れを

防ぐための一

環にもなって

いる内容です。

空気が薄くな

るとどうなる、

それから電子

オルゴールを作ってみよう。液体窒素と超伝導とか、この中には原子力発電のしくみ、こういっ

たものも含まれています。これを北関東支部の、原子力機構、東京大学、日立製作所、日本原電、

こういった皆さんが率先してやっています。これがそのときの写真です。 
 
それから関東・甲越支部では東京工業大学で開催するもの、武蔵工業大学で開催するもの、関

東･甲越支部が開催するもの、この３種がありますが、まず、東工大ですが、私が当初から関わっ

ていまして、１０月末の学園祭期間中の日曜日に、中高生を主な対象にしてやっています。テキ
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ストも最初は

パンフレット

みたいなもの

から、だんだ

ん立派になっ

て 、 完 全 に

我々独自のも

のができてき

ました。それ

から我々が苦

労してきたの

は集客です。

これは関東地

区で片道 2 時

間以内の高校

236 校の理科

の先生に案内

を出します。

そういたしま

すと、生徒さんを引率して 5,6 名連れてくる、というケースもあります。こうやって、大体 50 名

から 100 名ぐらいが集まります。それプラス大岡山キャンパス近隣住民に新聞折込広告を 1 万部

出すと、それなりの人数が来ます。ここでやっている内容も、実際にはかるくんで自然放射線を

測定、これは東工大の本館の前です。それから、霧箱を作ることはずっとやっています。 
それから武蔵工

大。これもやはりず

っと続けています

が、高校生や大学生

を対象として、簡単

な実習、ほとんどが

放射線を測る、ある

いは霧箱を作ると

いうものを実施し

ます。ここの特徴は、

ＷＥＮ、女性のエネ

ルギーのネットワ

ークの皆さんが協

力して、やはり女性

から説明をすると

聞くほうも素直に

情報が入りやすいということもあるようで、武蔵工大ではＷＥＮの協力を得ながらやっています。
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これは煙探知機の模型を見せていますが、これには放射性のアメリシウムが入っています、とそ

ういう説明もやっています。 
それから支部開催のオ

ープンスクール、これは 3
年前から実施しています

が、三菱の横浜のみなとみ

らい技術館で、いろいろな

企業の方とか、関東・甲越

支部の企画委員会の皆さ

んが、この日は完全にボラ

ンティアで、小中学生の夏

休み期間中に実施してい

ます。約千名のお客さんが

来てくれます。夏休みの期

間中ということもあって、

理科の宿題に役に立って

もいるようです。 
 
 

それから中

部支部では、毎

年千名を越え

る小学生が主

な対象となる

オープンスク

ール。これも先

ほどのみなと

みらいとよく

似ていますが、

場所は名古屋

電気文化会館

ということで、

ここ 10 年ぐら

いやってきて、

千人を越える

お客さんが来

ます。実際には通りすがりの小学生が多いわけで、なかなか立ち止まってもらうのは難しいです

が、いろいろな展示テーマを作り、霧箱を作らせたり、こういったものを見せたり、ラドンを測

ってみせたりしています。ここの面白いのは、学生や大学院生が説明をするということです。こ

れは我々がやるよりも、学生の教育にも大変役にたっているということになります。 
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 関西支部は大変によ

くやっていまして、２０

０8 年度は計１７回の

オープンスクールをや

りました。いろんな形態

がありますが、関西支部

のボランティアの先生

方が、チームを作ってい

ろいろなところに出前

に行っています。京大炉

の一般公開にあわせて

霧箱工作を教えに行く。

あるいはいろいろな小

学校、高校、これは特殊

ですが青森まで行くこ

ともあります。それから

「青少年のための科学

の祭典」というのがあち

こちで開催されていま

して、かなりの回数、参

加しています。先ほど橋

本先生からありました

近畿大学の原子力展。こ

こでも霧箱の工作を出

前することをやってい

ます。こうやって 17 回、

子どもだけで延べ千名

に教えている。対応者が

延べで７０名。関西支部

は大変多くの人に霧箱

を作ってもらいます。当

初、我々は霧箱キットと

言って、1 個 5 千円ぐら

いで買っていました。そ

れが高いので、関西支部

が図面を作り、地元の零

細企業にこういうのを

作って欲しいというこ

とで、一個千円以下でで
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きるようになりました。関西支部のブランドということで、全部のオープンスクールの霧箱はこ

こに発注するようになり、随分と経費もかからなくなってきたという経緯もあります。 
 
それから中国・四国のオープンスクールですが、原子力学科が中国・四国にはありませんが、

機械工学とかの先生方が随分努力されて、このオープンスクールをやっています。ここの特徴は、

見ていただくと分かりますが、大学生に教えるというのが多くあります。岡山大学工学部、青い

のが工学部ですが、黄色いのは工学部以外の学生、医学部の学生とか文系の学生とかそれから教

養部の学生、こういったところに出て行って、放射線の教育を行っています。もう一つ、緑色で

示していますが、最近新しく、中学生の先生を対象にやっています。ＰＴＡの教室も少しずつで

すが増えてきています。といったように、ここの主な内容は身のまわりの放射線ということから

お話が進んでいくようです。いろいろ探すと身のまわりの放射線源が結構あるようで、探しても

らい、例えば減塩の塩なんかもカリウムが入っていて、こういうのは一般受けが大変いいようで

す。 
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 それから九州支部は、

九大の先生方がやって

いますが、ここの特徴は

かなり教育に近く、高校

の生徒さんを集めてや

っています。春のオープ

ンスクールでは講義と

実習、それから秋にはこ

ういうテーマを作り、原

子力とはちょっと離れ

ますが、やはり将来の高

校生の科学教育といっ

た視点からこういった

オープンスクールをや

っています。最近はこの

九州大学もいろいろな

ところに出張し、原文振

等々と協力していろい

ろな放射線教室もやっ

ています。 
 
以上で、大体我々がど

こでオープンスクール

をやってきたかはお分

かりになるかと思いま

す。今までの成果を踏ま

え、これからどうするかが課題だと思っています。成果としてはオープンスクールの形態は対象

にあわせてある程度定着し、実にルーチンとして実施することができるようになりました。例え

ば東工大の場合、以前は、随分前から準備しなければいけなかったのが、年々やってくると、学

生も手伝い、リハーサルせずに完全にすぐにできるという形になりました。そうやってそれなり

の参加者数もあり、またそれなりの効果も得られたのかなと思っています。 
ただ、先ほども言いましたように、我々ボランティアでやっているので、回数的にはそろそろ

いっぱいかなというところはあります。そういうところを踏まえて、これからどうしていくか。

継続的に実施していく、今までの形態でずっとやっていくというのは、やはり一つ、重要なこと

だと思います。ただ、今までの形態は直接我々が子供さんなりに接するもので、これは実際には

限界があります。そういう意味でより効果的に OS（オープンスクール）をするには、小学校中学

校の先生を対象とする。特に小学校については、我々が小学生に教えるよりも先生がプロですか

ら、教育はお任せするのです。その中身を我々がアシストし、それから先生が教育する。そうい

った形を取っていかないと、より効果的なオープンスクールはできないのではないかと思ってい
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ます。今、中学校に放射線に関する話が入ってくるとか、指導要領が少しずつ変化しています。

恐らくニーズが出てくるはずですから、そういったニーズを適切に受けて、我々が協力する。あ

るいはニーズを受けて教員対象のオープンスクールを実施するというのが大事だと思います。指

導要領対応という意味では、小学校でもエネルギー教育というのが入ってきます。そういったこ

とも含めて、より効果的なオープンスクールをやっていくことが重要かなと思います。それから

継続的な実施には、やはり経済的な支援と人的支援が大事です。それからもう一つ、学会の理解

と協力。これがなかなか難しいところで、以前は先ほど言いましたように、会長のお話など、年

会のときにオープンスクールを併設しました。そうすると学会の皆さんにはオープンスクールを

よく分かっていただけますが、一般の方がそれには来られない。今度は外でやると、学会の中で

「いったいオープンスクール委員会は何をやっているんだ？」とこういう話になります。たまに、

数年に一度、大変にトンチンカンなことを言われることがあります。そういう意味ではこういう

機会を増やして、学会の皆さんにもよく理解をしてもらうこともひとつ重要なことだと思ってい

ます。今後ともよろしくご協力いただきたいと思います。どうもありがとうございました。 
 
４．質疑討論 
（座長）鈴木先生、どうもありがとうございました。我々学会員、なかんずく社会・環境部会は

こうした活動に無頓着でいてはいけない、とお話を伺いながら、つくづく反省の念を覚えました。

それでは、時間が少しございますので、会場においでの皆様方からのご意見や講演者との質疑応

答を頂きながら、今回のチェインディスカッションのまとめに入りたいと思います。先ず、会場

の方からのご意見あるいは、ご質問をどうぞ。 
 
【諸葛部会長】 

近畿大学の橋本先生より実習教育のお話を伺いましたが、私は文

科系の学生に教えていますが、身近な工場とか柏崎の発電所などに

見学に連れて行きます。理科系ならまだ少しはそういう見学の機会

もあるのかなと思っていましたが、先ほどのお話だと最近では理科

系も現場をあまり見る機会がないと聞いてビックリしました。文科

系の学生は大学院の学生であるにも関わらず、小学校から高校、大

学、大学院を通じて、工場など現場を見たことがなかったと、こん

な感激はないと、よく言われます。今度は是非近畿大学の原子炉も

見学のオプションに入れたいと思いますが、近畿大学では見学や霧

箱作成の費用はどういうしくみになっていますでしょうか？ 
 

【橋本先生】 
まず見学についてですが、事前に私どもにご相談いただければ、基本的には 無料で我々スタッ

フが対応します。それと霧箱については、オープンスクールのスタッフあるいはボランティアに

お願いすることになると思いますが、当然私どもの指導員もオープンスクールのメンバーになっ

ておりますので、オープンスクールのスタッフと協力しながら、なるべく前向きに対応できれば

と思います。例えばいろんな研修会を利用して来ていただくことも可能かもしれませんので、と

にかく、少しでも関心をもたれたら、私どもに連絡していただければ、非常に前向きに、お金も
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なるべく交通費程度で済むように対処する方針です。よろしくお願いします。 
 
【兵庫県立大 別府先生】 

大変なご活動で、頭が下がる思いです。いろんな基礎的なことも

だんだんさかのぼってやられていますが、途中でお話になった「高

校の先生方があと 10 年したら大変よと言った」ということ対処はも

っともっとやらないといけないのではと思います。何か具体的なア

イディアがあれば教えていただきたい。 
 
 
 
 
 
 

【橋本先生】 
 実は年間数十回、いろんな小学中学の先生方とお話して、毎回そういう意見が出るんですが、

正直言いますと、我々は方策を持っていません。むしろ「そういう意見を広めてください」とい

うことで承って、皆さん、特に社会・環境部会の方にそういう意見を汲み入れていただき、もう

少し大きなしくみを作れるように働きかけてもらえればと思います。我々、施設を抱えています

ので、日々追われているので、言い訳ですが、我々にできることは原子炉をオープンにして受け

入れる。今日はご紹介できませんでしたが、高校中学の方も来てもらう。オープンスクールのい

ろんなイベントと抱き合わせて、なるべく若年者に来てもらう。例えば小学生の方にも関心を持

ってもらう。集客力を上げるためにも、うまいこといろんな組み合わせをする。それから、例え

ば幼児のお子さんから環境というか自然に触れ合う機会を少しでも持つ。我々がお子さんに体験

していただけるのは所詮年間に１００名、２００名です。やはりそういうのがもっと拡がればい

いのではと思いますが、お金以上に人的な制限があります。我々ボランティアベースでして、ボ

ランティアも数が 10 倍になれば活動量も 10 倍、もっと上がるかもしれません。これから我々は
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今まで以上に頑張りますが、所詮 10 倍にはなりません。それを起爆剤にして、むしろ新たな、あ

るいは我々が昔体験したようなことを若い人に体験してもらえるような仕組みを、これから是非、

社会・環境部会の皆さんに組上げてもらえれば、我々もありがたいと思っています。 
 
【鈴木先生】 
実は東工大も理科離れというか、学生が現場やモノを作ることを知らないことを大変に憂慮し

ています。例えば「１００Ｖに感電したことがある者手を挙げろ」と、私のクラスの３０人に尋

ねると、今年の学生ですが、３人しかいない。だんだん減っています。電圧を変えたこともない

し、あまりに世の中が安全になったのか、感電なんかしたことがない。こういう学生が本当に安

全だとか考えられるのか、モノを作れるのかということを大変に憂慮しています。これは東工大

全体として、ただ手をこまねいて、理科系の点数のいい学生を取れといっているだけではダメで

す。むしろ我々理科系の東工大も、何とか初等教育から貢献できるのではないかということで、

テストケースとして、ここは大田区になるんですが、大田区の教育委員会と一番近い小学校と協

力し、小学校の理科教育に大学からも少し援助を始めました。例えば、東工大の学生が行って理

科の実習を手伝うとか、そういったことから少しずつ始めて、そういう試みのモデル校に、大田

区中の小学校の先生に来て見てもらって、勉強してもらう。そういうことからやっていかないと、

根本から無理なんじゃないかなという気がして、東工大としても少しづつやっています。 
 
【日本原燃、宮川氏】 
お二方がご講演された活動の広さと深さ、時間的な長さ、継続

されていること、大変素晴らしく敬意を表したいと思います。私

自身、オープンスクールには始めの頃、若干関わっていましたが、

今はまるっきり関われずに、大変申し訳なく思います。鈴木先生

が最後に総括された、より効果的なＯＳというところの教員対象

のＯＳということについて、お願いみたいな話をします。 
先生方がおやりになっているような形では、直接子どもさん、

あるいは学んで欲しい人たちに接していくことについては能力的

に限界が来てしまうと思います。今、いろんな種類のオープンス

クールが各地域のカラーを出して発展してきているわけですので、

今度は学校の先生が持ち帰って、先生が主体となって、地域なり

学校の中で活動できるような情報、プログラム、あるいは困ったときの支援体制、そういう切り

口で、今のプログラムを洗いなおし、各地域の違いを出しながら、先生が活動しやすい、中学高

校小学校の先生が、自分が教壇に立って、生徒に体験させる場という、そういうインストラクシ

ョンを考えた内容について、ご関係の皆さんが整理して、そういうのを提案できるような活動に

是非取り組んでいただけないかなと思います。 
一つ、拠点大学というのがありまして、旧帝大の原子力系の大学中心にやっていますが、放射

線安全管理学会に関わっているサイクロトロンセンターや、大学ですとか医療関係の先生方がた

くさん活動されています。例えば鹿児島大学教育学部の先生とか、長崎大学の医学部の先生とか、

徳島大学とか、山口大学とか、原子力学会のオープンスクールにあまり関わってこないような大

学の先生方も霧箱実験をやったり、いろんな活動をいろんなところでやっていると最近理解しま
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した。そういう先生方ともネットワークを一度作り、ご苦労話の中から、先生が持ち帰って使い

やすいプログラムを提供する活動に是非取り組んでいただければと思います。 
 
【三島委員長】 

ありがとうございます。今のお話は教育の活動というのは、このオープンスクール以外にもた

くさんある。そういった活動がお互いに連携することによって、全体的にもっと効率のいい、そ

ういう方向性をめざしたらどうか、そういうようなご提案だったと思いますが、お二方の先生、

今のお話はいかがでしょうか？ 
 
【鈴木先生】 
全くそのとおりで、我々が知らないだけで、いろんなところでこういう活動がある。それから

原子力学会だけでもいろんな企業の方がいろんなところで似たようなことをやっている。それか

ら例えば電事連あたりは、最近あちこちのパンフレットを集めて重複しないようにやっていると

聞いています。そういう意味で、似たようなものが違うところで苦労して別個に作っている。こ

れはまた大変にもったいない話で、資源を有効に活用する上でもいろんなところと手を組んでや

る。これは絶対に重要なことだと私は思います。そういう意味で、以前にもいろんなところでそ

ういう活動をされている方を学会にお呼びし、何回か発表・ディスカッションの場を設けてやっ

てきたこともあります、ここのところ私も忙しくてサボっていますが、またそういうことがうま

くできて、放射線安全管理学会の方をお呼びすることもできるかなと思っています。 
もう一件の、先生方に理解していただいて、ということについては、やはり放射線を理解して

もらうのはとても大変なことです。放射線を小学生に教えて欲しいというのはかなり無理だと思

う。ただ興味を持ってくれる先生は、少しずつ勉強してできるようにはなるかもしれませんが、

大半の先生はもっと基礎的な理科をどう教えるかというところで悩んでいます。実際に大田区と

の協力で、ＪＳＴから今度お金を取れて、先生にいろいろ協力しますが、どういうリクエストを

もらっているかというと、小学校で子どもが習っている、例えばテコだとか、それから水溶液だ

とかを、先端技術とどう関わっているか説明しろ、と難題を言ってきています。そういう意味で

テコと先端技術をどうやって説明しようかと悩んでいます。それも実際に理科を教える先生に理

解してもらって、その先生が子どもに理解させるという伝言ゲームみたいなことをやらないとい

けないわけで、そこに我々がどうやったら、本当に理科の重要性とかを教えられるのかなと悩ん

でいるところです。いずれこういう話もどこかでお話できればと思っています。ただ、小学校の

子どもは理科好きなんですね。どこで嫌いになっちゃうのかよく分からないぐらいに、理科の実

習とかやると、本当に好きなんですね。何とかあれを大人になるまで持ち続けるように、我々も

協力したいなと思っている今日この頃です。 
 
【諸葛部会長】 

私も宮川さんの今のご提案に大賛成でして、何とか社会環境部会で、教育活動に協力・支援が

できないかと前々から思っています。今のお話を伺うと、例えばシニアネットワークの人たちも

全国飛び歩いて活動されており、それぞれにノウハウをお持ちです。一番活動的なのはオープン

スクールだと思いますが、オープンスクールの方々もものすごいノウハウを蓄積させている。先

ほどの霧箱にしても普通５千円のところ、千円で提供するところがあるなんていうのもひとつの
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ノウハウだと思います。何とか学会のＨＰに、例えばオープンスクールの窓口を設けて、そこに

ノウハウを掲載し、例えば、どこかの小学校や中学校の先生が理科の実験に取り入れたいと思っ

たときに、そこにアクセスすれば、ひと通りのノウハウが手に入る。それを見ただけではちょっ

と心配なら、例えばオープンスクールの機会に、先生方が参加すればノウハウが身につけられま

すよという情報を提供する。そういうポータルサイトを学会に設けるのも一つのアイディアかな

と思っていまして、今日はそうことを関係者で共有しあう一つの場になればと思いますが、いか

がでしょうか？ 
 
【鈴木先生】 

大変にいいご意見で、検討いたします。 
 
【三島委員長】 

最後、諸葛部会長からも纏めの話がありましたが、私自身のことで恐縮ですが、あるとき自分

が住む団地の自治会長さんから原子力の話をリクエストされて、ＯＨＰを作ったりしました。そ

ういう時、先人が作った、あるいは取り組まれたノウハウがとこかに蓄積されていたりすると、

より分かりやすい話を提供できる。それでしかも皆さん方もそういう機会がこれからも結構ある

のではないかと思いますが、そういったときに気軽にお話の材料をどこかに相談できるところが

あるといいと思います。それでは、これで本日の社会・環境部会のチェインディスカッションを

終了させていただきますが、最後に貴重なお話をしていただいたお二人の先生方に拍手で感謝申

し上げたいと思います。よろしくお願いいたします。（拍手）〈了〉 
 


